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1 は じ め に

これまでの雑草進入車地の更新では,ま ず,雑草の駆除
のために除草剤を散布する。続いて,雑草枯死後に耕起 し

播種を行う。さらに,播種後牧草が生えそろった時点で ,
実生雑草発生が多い場合には広葉雑草駆除用の除草剤を散

布する方法が取られてきた。

しかし,こ の方法では除草剤散布後の耕起で雑卓が発生

すること,さ らに 2回日の広葉雑草駆除用除草剤の散布で

混播されたマメ科牧草が雑草と共に駆除される問題もあっ

た。

そこで,除草剤の散布回数を減らすための草地更新法に
ついてグリホサート剤を用いて検討した結果,除草剤を播
種と同日に散布することで実用的な防除ができることを確

認したので報告する。

2試 験 方 法

は)試験圃場 岩手県農業研究センター畜産研究所 2号
圃場 (前作物 :イ ネ科牧草)

2)供試草種 (品種)及び播種量 アルファルファ (品
種 :タ チヮカバ,単播)2 kg/10a

O)播種月日 平成 7年 (1995)9月 4日 ,平成 8年
(1996)9月 2日

に)試験区の規模  1区 9ピ  3反復
6)土壌改良資材 :炭カル 無施用 (pH68矯 正量),
BM熔りん170庵 /10a(燐酸吸収係数 2%量),堆肥5,000
kg/10a

(6)基肥 :窒素 5,り ん酸20,カ リ10kg/10a

O 追肥量 :窒素 4,り ん酸20,カ リ32kg/10a
3)試験処理 :草地更新の処理として表-1に示す 6種
類を想定し,平成 7年 (表 2)と平成 8年 (表 3)の 2カ
年にわたり検討した。

3 試験結果及び考察

ほ)播種年内の雑草抑常1効果
平成 7年度は播種後,比較的多雨に経過したため雑草の

生育は旺盛であった。播種後35日 の草生状況を表 4に示し

たが,播種年内の雑草発生は,除草剤散布と播種の同日処
理で少なかった。

表 1 試験区の設定

区肛 試験区名 処 理 概 要
1無 処理区 耕起前後のグリホサート除草剤散布,耕種

6 同 2回 区 同上十耕起後表層撹拌(5m深)2回

表 2 平成 7年度試験処理

表4 平成 7年度播種の越冬前草生
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表 3 平成 8年度試験処理
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(a 播種翌年の雑草抑制効果

翌春の利用 1年目の 1番草では越冬が不良であったアル

ファルファがほとんど消滅し,各処理区で実生由来あるい

は残地下基からのイネ科雑草 (ンバムギ)の発生が多かっ

た。このような中で,除草剤の播種18日前散布と播種同日

散布でイネ科雑草の発生が少なく,特に播種同日処理は雑

草抑制効果が高い思われる (表 6)。

表6 牧草及び雑草収量 (ア ルファルファ単播)(平
成 8年度)          (kg/10a)

注 処理:平成7年,生産量調査:平成8年 6月 19日 (1番朝
除草剤 グリホサート剛 厠淑′泳ω″/10aで側甲。
劇習撹拌:ロータリ耕
KB(ケ ンタッキープルーグラス)QC(シ ′`ムイ)その他表4と同じ。

これまで行われてきた,雑草を除草剤で枯殺後に耕起播

種する方式並びに耕種的雑草防除としての播種前の表層攪

法では,と もに雑草の発生が見られ雑草種子が存在してい

る圃場では効果がないものと思われた。

除草剤の播種前散布と播種当日散布について播種年度を

変えて検討した結果を表 7に示した。

表 7 牧草及び雑草収量 (アルファルファ単播)(平
成 9年度)          (kg/10a)

注処理:平成8年、生産量調査:平成9年 6月 m日 (1番勃

除草剤:グリホサート液却脚 J′抹m,10aで費用.
TY(チモンー) その他 表4,表 6と同じ。

除草剤の播種14日前散布と播種当日散布で雑車発生が少

なく,両処理間には雑草発生の差は見られなかった。

このことから,除草剤の播種当日散布の効果が高いもの

の,作業の都合で播種が遅れた場合でも2週間程度は猶予

期間があると思われる。

表 5 アルフアルファの越冬率

4  ま

アルファルファを用いてグリホサート液剤を播種と同一

日に処理する方法を従来の更新方法と比較検討した。

耕起後,雑草が充分に発芽し出揃った (40日程度)後 ,

グリホサート液剤を散布し,同日に播種を行うことにより

従来からの表層攪拌処理や耕起前の本剤処理による更新方

法に比べて雑草の発生量を極めて少なくすることができた。

このことから,グ リホサート液剤の播種日と同日の処理

は,ギンギン等の強害雑草が優占した草地における更新方

法として有効な方法と判断された。
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